
ラボアッセイ™ コレステロール

製品概要

コレステロールは生体の細胞膜の主要成分であり、多くの動物でステロイド合成の出発物質になることが知られてい
る他、動脈硬化など血管系疾患の原因の一つになると考えられています。
本品は、N- エチル -N（- 2- ヒドロキシ -3- スルホプロピル）- 3, 5- ジメトキシアニリンナトリウム（DAOS）を

利用した青色発色系の酵素法試薬です。マイクロプレート法により、検体中の総コレステロール測定に用いることがで
きます。

実習用途として、コントロール検体を測定して測定技能のについて学べるとともに測定原理等の知識を深めることが
出来ます。

コード 品名 メーカー 容量 希望納入価格

635-50981 ラボアッセイ™ コレステロール

富士フイルムワ
コーシバヤギ

500回用 21,000円

- コレステロール標準溶液(180mg/dL) 1mL 10,000円

- コレステロール標準溶液(400mg/dL) 1mL 10,000円

特 長

約10分で測定完了！

酵素反応、測定手技の基礎を学べる！

測定検体の調整不要！

500ウェル分測定可能！

テスト スタンダード ブランク

発色試薬 300 μL 300 μL 300 μL

試料 2 μL 2 μL －

よく混合し、37℃で５分間加温。ブランクを対照として検体及び標準液
の吸光度を測定する。

主波長600 nm／副波長700 nm

操作方法

酵素反応、生化学測定技能の技術習得に！



検体に発色試薬を作用させると、検体中のコレステロールエステル類は、コレステロールエステラーゼにより遊離のコレステロー
ルと脂肪酸に分解します。生成したコレステロールは、既存の遊離型コレステロールと共にコレステロールオキシダーゼにより酸
化し、同時に過酸化水素を生じます。生成した過酸化水素は、ペルオキシダーゼ（HRP）の作用によりDAOS と4-アミノ
アンチピリンを定量的に酸化縮合させ、青色色素を生じさせます。この青色色素の吸光度を測定することにより、検体中の
総コレステロール濃度を求めます。

測定原理

キット以外に必要な器具・機材

標準曲線例 検体測定例

ヒトプール検体

検体
測定値

(mg/dL)
Mean 

(mg/dL)
SD CV(%)

ヒト血清 191.7 173.6 182.7 12.8 7

ヒト血漿
（EDTA）

143.2 143.1 143.2 0.02 0

●96ウエルの透明マイクロプレート ●マイクロピペット

●恒温槽（37℃）＊ ●プレートミキサー*

●マイクロプレートリーダー（600 nm 吸光フィルター）

＊マイクロプレートリーダーの機種によっては不要です。


